
コロナ時代にためされる
「地域力」

【特集】 職員の新型コロナウィルス感染を経て

地域の皆さまに、
Warm Heart（心）
Cool Head（知識・判断）
Beautiful Hands（技術）で
ヘルスケアサービスを提供するための
コミュニケーション誌
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本件の撮影及び取材は、十分な換気と、フィジカルディスタンスを保った状態で 実施しております。

－私
たち
は地

域とともに動き続ける。－
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職
員
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
を
経
て

特
集

職員A

食事の際に同席した2人
食事の際には

マスクを外すため
〈濃厚接触者〉に該当

院内にて
臨時運営会議
実施

ミーティングで同席した8名
比較的密な環境だったが
会議中は全員マスクを着用

ガイドライン上は
〈濃厚接触者〉には該当しない

出勤

職員Aの知人

PCR検査
全員陰性

〈接触〉

2日前に戻り接触者追跡

自宅待機
自宅待機
夕方

微熱発症

陽性判定
ホテル隔離

自宅待機ホテル隔離

職員A

陽性
判定

職員B
陽性
判定

PCR検査
2人とも陰性

念のため
PCR検査
7人は陰性

ホテル隔離ホテル隔離

出勤出勤

出勤

自宅待機自宅待機自宅待機自宅待機

出勤
自宅待機自宅待機自宅待機自宅待機

出勤実家に帰省

発症2日前に
戻り

接触者追跡

Bさんの
実家家族

〈濃厚接触者〉
に該当

念のため
発症3日前に
戻り

接触者追跡

常時マスクを
着用

〈濃厚接触者〉
に該当せず

実家に帰省ホテル隔離ホテル隔離

8月13日8月14日8月15日8月16日8月17日 8月10日8月11日8月12日

〈濃厚接触者〉ながらも陰性の2名14日間自宅待機

〈濃厚接触者〉に該当せず陰性の7名14日間自宅待機

臨時運営会議前に
全館消毒清掃作業実施

27日28日

職員B

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
完
全
終
息
を
告
知

しかし！

職
員

勉
強

会

復職
ガイダンス

復職
ガイダンス

復職
ガイダンス

復職
ガイダンス

大阪はびきの医療センターとの連携
しまだ病院は、感染症に関する専門知識を持つ感染管理認定看護師などが常駐する「感染対策
加算１施設」である。しかし、新型コロナウィルス感染症患者の治療を行う医療機関ではない。
感染した職員の復帰基準をつくるには、専門医の眼が必要だった。そのため、大阪はびきの医
療センターに協力を要請し、大阪はびきの医療センターに準じたガイドラインを作成。感染判
明後14日以上が経過しても症状が残る場合には、内科医の診断を
受けて復帰可否を判断するなどの対応をとっていただいている。

【臨時運営会議での決定事項】
●病院ホームページに感染者が出たことを迅速に公開する
●全職員にサージカルマスクを毎日配布
●＜濃厚接触者＞2名の14日間自宅待機
●＜濃厚接触者＞には該当しない10名も14日間自宅待機

Ⅱ

Ⅲ

詳しくはP07参照

藤井寺保健所との連携
今回、職員の新型コロナウィルス感染が判明
して以降、藤井寺保健所に指導と対策を仰いだ。
地域保健課感染症チームのリーダー・高橋 愛
(めぐみ)さんを筆頭にしたチームの皆さんは、
「濃厚接触者」の判定とPCR検査、「濃厚接触者」
には該当しないものの感染が疑われる職員の
検査の手配もしていただいた。休日（日曜）
にも関わらず、しかも対象を拡大してまで検
査してくださったのは、地域の医療機関を守
るという使命感からだった。感染拡大を最小
限に防ぐことができたのも、チームの皆さん
の迅速かつ的確な対応のおかげだ。

Ⅰ

詳しくはP04参照

《14日間無症状で復帰可の理由》
無症状であれば、10日以内でウィルスの感
染力はなくなっているとされる。基礎疾患
を持つ方や高齢の患者さんも多いため、さ
らに4日間のセーフティーマージンを取り、
14日間で復帰可とした。

《症状が残る場合の基準の根拠》
症状にも2種類あり、①ウィルスの活性がま
だあり、発熱などの症状を出している状態
②ウィルスに攻撃された結果として味覚障
害や咳症状が残っている状態。②なら、他に
感染させることはない。

 

８
月
15
日
（
土
）

職
員
Ａ
が
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
陽
性
判
定

藤
井
寺
保
健
所
か
ら
第
一
報
が
入
る
。
感
染
管
理
認
定

看
護
師
（ICN

 

／Infection Control Nurse

）・
看

護
部
長
・
院
長
が
急
遽
出
勤
し
、
保
健
所
と
Ａ
と
連
絡

を
取
り
な
が
ら
対
応
開
始
（
上
記
Ⅰ
参
照
）。

出
勤
し
た
11
日
の
「
濃
厚
接
触
者
」
を
追
跡

Ａ
の
行
動
履
歴
を
確
認
し
、
濃
厚
接
触
者
を
見
つ
け
る

作
業
を
開
始
。Ａ
に
症
状
が
出
た
の
は
13
日
。
夕
方
に
微

熱
を
認
め
た
。
こ
の
発
症
前
２
日
間
の
行
動
履
歴
を
調

査
。Ａ
は
10
日
に
知
人
と
接
触
歴
が
あ
り
、
知
人
は
13
日

に
陽
性
に
。Ａ
は
12
日
は
自
宅
待
機
、
11
日
は
出
勤
。

食
事
で
同
席
し
た
２
名
が
「
濃
厚
接
触
者
」
に

Ａ
は
、
職
場
内
で
は
マ
ス
ク
着
用
を
徹
底
し
て
い
た
。

当
院
で
は
食
事
場
所
も
ゾ
ー
ニ
ン
グ
し
て
い
る
が
、
食

べ
る
際
に
は
マ
ス
ク
は
外
す
。
11
日
に
同
室
で
食
事
を

し
た
２
名
が
「
濃
厚
接
触
者
」
と
判
定
さ
れ
た
。

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
同
席
し
た
８
名
も
検
査

同
日
、
比
較
的
狭
い
部
屋
で
Ａ
以
外
に
８
名
が
参
加
す

る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
行
っ
て
い
た
。
全
員
マ
ス
ク
は
着

用
し
て
お
り
、
判
定
基
準
に
従
え
ば
「
濃
厚
接
触
者
」

に
は
あ
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
藤
井
寺
保
健
所
で
は
、
密

な
環
境
だ
っ
た
こ
と
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
と
い
う

観
点
か
ら
、
８
名
も
検
査
対
象
と
す
る
と
判
断
し
た
。

 

８
月
16
日
（
日
）

10
名
の
検
査
結
果
確
定
、Ｂ
の
陽
性
判
定
が
判
明

藤
井
寺
保
健
所
に
て
濃
厚
接
触
者
２
名
を
含
め
た
10
名

の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
。
同
日
全
員
の
結
果
が
出
た
。

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
参
加
し
た
Ｂ
の
陽
性
判
定
が
確
定
。

Ｂ
の
行
動
履
歴
か
ら
濃
厚
接
触
者
を
追
跡

Ｂ
は
無
症
状
だ
っ
た
。
13
日
ま
で
は
出
勤
し
て
い
た
。Ｂ

は
お
盆
帰
省
を
自
制
し
て
い
た
が
、
両
親
か
ら
の
強
い

要
望
に
応
じ
、
14
日
か
ら
は
実
家
に
帰
省
し
て
い
た
。

し
か
し
、
実
家
に
は
高
齢
の
祖
母
が
い
る
た
め
、
自
主

的
に
自
宅
内
で
も
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
た
。
そ
れ
が

奏
功
し
、
実
家
の
家
族
は
濃
厚
接
触
者
と
な
っ
た
が
、

検
査
は
陰
性
に
。Ｂ
は
院
内
で
も
感
染
対
策
を
遵
守
し
て

お
り
、「
濃
厚
接
触
者
」
は
い
な
か
っ
た
。

 

８
月
17
日
（
月
）

早
朝
、
緊
急
の
病
院
運
営
会
議
を
開
催

早
朝
の
運
営
会
議
で
は
、
４
つ
を
決
定
（
上
記
Ⅱ
参
照
）。

 

８
月
27
日
（
木
）

大
阪
は
び
き
の
医
療
セ
ン
タ
ー
に
協
力
要
請

Ａ
は
25
日
に
は
解
熱
し
、
咳
症
状
も
改
善
傾
向
に
あ
っ

た
が
、
味
覚
障
害
が
残
存
し
て
い
た
。Ｂ
は
発
症
せ
ず
に

無
症
状
で
経
過
し
た
。Ａ
と
Ｂ
の
復
職
に
あ
た
っ
て
の
基

準
作
り
の
た
め
に
、
大
阪
は
び
き
の
医
療
セ
ン
タ
ー
の

院
長
に
ア
ポ
イ
ン
ト
を
申
し
入
れ
、
協
力
を
要
請
。
大

阪
は
び
き
の
医
療
セ
ン
タ
ー
の
内
科
医
に
よ
る
診
察
を

受
け
て
復
帰
可
否
の
判
断
を
仰
ぐ
協
力
を
要
請
し
、
快

諾
い
た
だ
い
た
。

無
症
状
な
ら
14
日
経
過
で
復
職
可
と
判
断

無
症
状
な
ら
、
14
日
間
経
過
し
た
時
点
で
感
染
力
は
完

全
に
消
失
し
て
い
る
と
判
断
、
復
職
可
と
し
た
（
上
記

Ⅲ
参
照
）。
陽
性
判
定
が
出
て
14
日
間
無
症
状
だ
っ
た
Ｂ

は
、
職
場
復
帰
可
能
と
判
断
。

症
状
が
残
る
場
合
、
専
門
医
の
診
察
で
判
断

症
状
が
残
る
場
合
は
、①
発
症
後
14
日
を
経
過
し
て
い
る

こ
と　
②
症
状
が
消
失
し
て
72
時
間
以
上
経
過
し
て
い

る
こ
と
を
基
本
と
し
た
（
上
記
Ⅲ
参
照
）。

味
覚
障
害
が
残
っ
た
Ａ
は
、
大
阪
は
び
き
の
医
療
セ
ン

タ
ー
の
内
科
医
に
よ
る
診
察
を
受
け
、
職
場
復
帰
可
能

と
判
断
さ
れ
た
。

院
内
勉
強
会
と
復
帰
ガ
イ
ダ
ン
ス
も
実
施

院
内
で
の
復
帰
に
関
わ
る
正
し
い
知
識
を
職
員
に
知
っ

て
も
ら
い
、
心
な
い
差
別
や
誹
謗
中
傷
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
に
勉
強
会
を
実
施
。
復
帰
す
る
Ａ
、Ｂ
に
は
そ
れ
ぞ

れ
、
状
況
説
明
や
不
安
の
聞
き
取
り
、そ
し
て
何
か
心
配

な
こ
と
が
あ
れ
ば
聞
い
て
も
ら
え
る
窓
口
を
設
置
し
て

い
る
こ
と
な
ど
を
説
明
す
る
復
帰
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
用
意
。

 

８
月
28
日
（
金
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
終
息
宣
言

〈事実と経緯の整理〉

地
域
の
保
健
・
医
療
機
関
と
の
連
携
が
、

最
少
の
感
染
と
最
短
で
の
終
息
を
可
能
に

８
月
15
日
、
運
動
器
ケ
ア 

し
ま
だ
病
院
の
職
員
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
が
判
明
、
衝
撃
が
走
っ
た
。

結
果
的
に
は
、
感
染
者
は
２
名
で
収
ま
り
、
発
生
か
ら
２
週
間
で
完
全
終
息
を
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
の
感
染
対
策
を
考
え
る
う
え
で
も
、
ま
ず
は
今
回
起
き
た
事
態
・
事
実
と
そ
の
経
緯
を
記
録
し
て
お
く
。

私
た
ち
は
地
域
と
と
も
に
動
き
続
け
る
。

ー
職
員
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
を
経
て
、
今
後
は
ぁ
と
ふ
る
グ
ル
ー
プ
が
取
り
組
む
こ
と
ー

保
健・医
療
機
関
と
と
も
に
考
え
る
、

地
域
ぐ
る
み
の
感
染
症
対
策
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職
員
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
を
経
て

特
集

職
員
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
を
経
て

特
集

職
員
Ａ
の
感
染
が
判
明
し
た
後
、
運
動

器
ケ
ア 

し
ま
だ
病
院
が
最
大
の
信
頼
を
お

い
て
密
に
連
携
を
と
っ
た
機
関
が
、
藤
井

寺
保
健
所
だ
。

保
健
所
の
業
務
範
囲
は
広
い
。
市
民
向

け
に
は
、
母
子
保
健
や
府
民
の
健
康
づ
く

り
、
食
中
毒
対
応
、
さ
ら
に
は
飲
食
店
の

衛
生
指
導
ま
で
、
保
健
衛
生
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
を
カ
バ
ー
す
る
。

ま
た
、
医
療
機
関
と
の
間
で
は
、
管
内

の
地
域
医
療
体
制
を
築
く
た
め
の
中
長
期

に
わ
た
っ
た
協
議
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
感
染
症
予
防
や
発
生
時
の
対
応

も
、
保
健
所
の
重
要
な
役
割
の
一
つ
だ
。

Ａ
の
感
染
が
判
明
し
て
以
降
、
最
重
視

し
た
の
は
「
院
内
感
染
を
拡
大
さ
せ
な
い
」

こ
と
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
の
は
、
感
染

者
と
接
触
し
た
人
を
洗
い
出
し
て
「
濃
厚

接
触
者
」
を
絞
り
込
み
、
該
当
者
に
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
を
受
け
さ
せ
、
感
染
者
を
特
定
し

に
よ
っ
て
変
わ
る
。
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
従
っ
て
「
濃
厚
接
触
者
」
を
絞
り
込
ん

で
い
く
。
そ
れ
が
対
応
の
第
一
歩
だ
。

藤
井
寺
保
健
所
で
感
染
症
チ
ー
ム
を
率

い
る
高
橋
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
は
、「
相
談
に

対
応
す
る
メ
ン
バ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
の
経

験
か
ら
『
濃
厚
接
触
者
』
の
判
別
や
、『
濃

厚
接
触
者
』
に
は
該
当
し
な
い
が
『
感
染

の
可
能
性
を
疑
っ
た
ほ
う
が
い
い
人
』
を

割
り
出
す
〝
見
立
て
〞
も
、
身
に
つ
け
て

き
て
い
る
」
と
い
う
。

こ
こ
で
再
度
、
経
緯
を
確
認
し
て
お
こ

う
。（
前
ペ
ー
ジ
参
照
）。
当
初
、「
濃
厚
接

触
者
」
に
該
当
す
る
と
判
断
し
た
の
は
、Ａ

が
出
勤
し
た
８
月
11
日
に
食
事
で
同
席

し
、
食
べ
る
際
に
「
マ
ス
ク
を
外
さ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
」
２
名
の
み
だ
っ
た
。
が
、

保
健
所
で
は
、
同
じ
11
日
、Ａ
も
参
加
し
た

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
「
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
」

同
席
し
た
８
人
も
感
染
を
疑
っ
た
ほ
う
が

い
い
と
判
断
。
あ
え
て
検
査
対
象
者
の
範

囲
を
拡
大
す
る
こ
と
を
薦
め
、
そ
の
手
配

も
し
て
く
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
結
果
、
新

た
な
感
染
者
Ｂ
は
、
濃
厚
接
触
者
の
２
人

か
ら
で
は
な
く
、
対
象
を
拡
げ
た
８
人
の

中
か
ら
見
つ
か
っ
て
い
る
。

振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、Ａ
の
陽
性
が
判
明

し
た
15
日
（
土
曜
）
翌
日
・
16
日
（
日
曜
）

に
は
、
２
名
と
８
名
計
10
名
が
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
そ
の

対
応
は
、
週
末
の
検
査
に
も
関
わ
ら
ず
、

柔
軟
で
迅
速
だ
っ
た
。

り
ま
す
。
私
た
ち
に
と
っ
て
の
保
健
所
は
、

対
応
策
を
考
え
る
際
の〝
守
護
神
〞で
し
た
」。

一
般
に
は
あ
ま
り
周
知
さ
れ
て
い
な
い

が
、感
染
者
に
接
触
し
た
人
す
べ
て
が
「
濃

厚
接
触
者
」
に
該
当
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

医
学
的
な
定
義
が
な
さ
れ
て
お
り
、
感
染

者
と
接
触
し
た
際
の
距
離
や
時
間
、
マ
ス

ク
を
つ
け
て
い
た
か
否
か
、
周
囲
の
換
気

状
況
、
会
話
の
頻
度
や
声
量
な
ど
の
条
件

な
ぜ
、
そ
の
判
断
を
ス
ピ
ー
ド
を
も
っ

て
で
き
た
の
か
？ 
高
橋
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

は
話
す
。「
そ
れ
が
で
き
た
要
因
は
、
し
ま

だ
病
院
の
感
染
症
に
対
す
る
院
内
の
仕
組

み
が
で
き
て
い
た
か
ら
で
す
。
15
日
の
Ａ

さ
ん
の
陽
性
判
定
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、

発
熱
が
あ
っ
た
そ
の
日
か
ら
、
院
内
で
は

す
で
に
行
動
履
歴
や
接
触
履
歴
が
調
べ
ら

れ
て
い
た
。
さ
ら
に
は
こ
ち
ら
か
ら
提
出

を
求
め
る
ま
で
も
な
く
、
判
断
に
必
要
な

書
類
や
資
料
が
即
座
に
届
い
た
。『
濃
厚
接

触
者
』
に
該
当
す
る
の
は
誰
で
、
そ
の
他

に
誰
が
接
触
し
た
の
か
？ 

そ
れ
は
い
つ
ど

こ
で
、
ど
の
よ
う
な
状
況
で
接
触
し
た
の

か
？
も
し
、
そ
う
し
た
正
確
な
情
報
を
い

た
だ
け
な
け
れ
ば
ど
う
な
る
か
？
『
こ
ん

な
資
料
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
』
と
い
っ

た
、
病
院
に
と
っ
て
は
〝
煩
雑
な
作
業
〞
ば

て
適
切
に
対
処
す
る
こ
と
だ
。

こ
れ
ら
の
対
策
を
行
う
際
に
大
き
な
支

え
と
な
っ
た
の
が
、
保
健
所
の
持
つ
感
染

拡
大
防
止
の
深
い
知
見
と
経
験
知
だ
。　

勝
田
院
長
は
こ
う
話
す
。「
保
健
所
と
密

に
連
絡
を
取
り
合
う
こ
と
は
、
地
域
医
療

を
担
う
病
院
の
一
つ
と
し
て
の
〝
社
会
的

責
任
〞
で
す
。
と
同
時
に
、
感
染
拡
大
を
防

ぐ
た
め
に
は
、
保
健
所
は
〝
も
っ
と
も
信

頼
で
き
る
パ
ー
ト
ナ
ー
〞
で
し
た
。
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
発
生
以
降
、
対
応
の
最
前
線
に

立
っ
て
き
た
の
は
保
健
所
で
す
。
半
年
に

わ
た
っ
て
無
数
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
結
果
、
豊
富
な
ケ
ー
ス
ス
タ

デ
ィ
や
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
経
験
知
が
あ

〈地域の保健・医療機関との連携〉
藤井寺保健所とともに

異
な
る
分
野
の
プ
ロ
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
、

感
染
拡
大
防
止
と
安
全
な
病
院
運
営
を
実
現

今
回
、
発
生
し
た
当
院
職
員
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
。
そ
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
重
要
な
鍵
と
な
っ
た
の
が
、
地
域
の
保
健
・
医
療
機
関
と
の
連
携
だ
。

そ
の
な
か
で
見
え
て
き
た
「
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
連
携
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
探
っ
た
。

信
頼
で
き
る
パ
ー
ト
ナ
ー

そ
れ
が
藤
井
寺
保
健
所
だっ
た

半
年
間
の
相
談
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た

保
健
所
の
感
染
対
策
の
知
見
と
経
験
知

誰
が「
濃
厚
接
触
者
」な
の
か
？

拡
大
防
止
は
、そ
の
判
別
か
ら
始
ま
る

新
た
に
感
染
者
が
み
つ
かっ
た
の
は
、

「
濃
厚
接
触
者
」か
ら
で
は
な
かっ
た

迅
速
な
検
査
対
応
に
は
、

正
確・的
確
な
情
報
提
供
が
必
要

大阪府藤井寺保健所　地域保健課
感染症チーム　チームリーダー
高橋 愛さん 運動器ケア しまだ病院　院長 勝田 紘史

大阪府藤井寺保健所
地域保健課
西森 彩音さん

大阪府藤井寺保健所
地域保健課
島本 夏奈さん

大阪府藤井寺保健所
地域保健課
前原 懐実さん

大阪府藤井寺保健所
地域保健課
鬼頭 優香さん

大阪府藤井寺保健所
地域保健課
高橋 愛さん院長 勝田紘史

Aが参加していたミーティングが開かれた会議
室。全員マスクを着用しており「濃厚接触者」に
は該当しないが、保健所は、広さと空気の流れ
を考えて参加者全員を検査対象とした

B

換気扇

の座った場所

入口

A の座った場所

新型コロナウィルス
感染症患者注1と
接触したときの状況

接触者サージカルマスク
着用なし 中リスク

低リスク接触者サージカルマスク
着用あり

暴露の
リスク

健康観察の方法
（最後に暴露した日から

14日目まで）
マスクを着用していた感染症患者と15分以上接触あり

接触者サージカルマスク
着用なし
接触者サージカルマスク
着用あり、ゴーグル着用なし
（飛沫をあびた場合）
接触者サージカルマスク
着用あり、ゴーグル着用あり
（飛沫をあびた場合）

高リスク

中リスク

低リスク

積極的注2

自己注3

積極的

積極的

自己

最後に暴露した日から
14日間の自宅待機

最後に暴露した日から
14日間の自宅待機

最後に暴露した日から
14日間の自宅待機

なし

なし

マスクを着用していなかった感染症患者と15分以上接触あり

無症状の医療従事者に
対する就業制限

注1 濃厚接触者の定義（日本環境感染学会）医療従事者も含む
注2 発熱または呼吸器症状の有無について1日1回、電話化メールで確認する
注3 出勤前、出勤時に検温、発熱または呼吸器症状の有無を報告する

濃厚接触者の定義（日本環境感染学会） 
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職
員
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
を
経
て

特
集

職
員
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
を
経
て

特
集

現
在
、
南
河
内
地
区
の
病
院
で
は
「
南

河
内
感
染
対
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
編
成

し
て
い
る
。
す
べ
て
の
病
院
が
、
感
染
管
理

認
定
看
護
師
な
ど
の
専
門
知
識
を
持
つ
人

材
を
常
時
配
置
で
き
て
は
い
な
い
。
感
染
症

に
影
響
さ
れ
る
こ
と
な
く
安
定
し
た
地
域

医
療
を
行
う
に
は
、
こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
が
必
要
だ
。

そ
の
な
か
で
し
ま
だ
病
院
は
、
感
染
管

理
認
定
看
護
師
な
ど
が
常
勤
す
る
「
感
染

対
策
加
算
１
施
設
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

今
後
も
「
感
染
対
策
加
算
２
施
設
」
に
ノ
ウ

ハ
ウ
を
提
供
・
指
導
し
な
が
ら
、
感
染
対
策

加
算
１
施
設
同
志
の
連
携
も
進
め
て
い
く
。

こ
の
半
年
間
、
外
出
を
控
え
る
あ
ま
り
、

足
腰
が
弱
っ
て
動
け
な
く
な
っ
て
し
ま
う

高
齢
者
が
増
え
た
。
高
齢
者
は
、
高
血
圧

や
糖
尿
病
、
循
環
器
の
基
礎
疾
患
を
持
つ

ケ
ー
ス
が
多
い
。た
し
か
に
こ
れ
ら
の
人
は
、

よ
り
注
意
深
い
生
活
が
求
め
ら
れ
る
。一
方

で
、〝
見
え
な
い
敵
〞
を
不
必
要
に
恐
れ
る

あ
ま
り
に
運
動
機
能
が
衰
え
、
寝
た
き
り

に
な
る
の
は
〝
本
末
転
倒
〞
だ
。

し
ま
だ
病
院
で
は
、
運
動
機
能
の
維
持
・

向
上
を
図
る
た
め
、
自
宅
で
日
常
的
に
で
き

る
運
動
メ
ニ
ュ
ー
作
り
を
進
め
て
い
る
。「
動

い
て
ナ
ン
ボ
！
チ
ア
体
操
２
０
２
０
」
も
、

そ
う
し
た
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
だ
。

感
染
し
た
人
が
、
油
断
し
た
無
防
備
の

生
活
を
し
て
い
た
と
は
限
ら
な
い
。
経
済
活

動
を
止
め
る
こ
と
も
で
き
ず
、
人
の
移
動
を

シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

治
療
薬
や
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
て
も
、

「
型
の
違
い
」
に
よ
っ
て
は
、
必
ず
し
も
効

く
と
は
限
ら
な
い
。つ
ま
り
私
た
ち
は
、
こ

こ
数
年
、
こ
の
環
境
を
強
い
ら
れ
る
。
ど
ん

な
に
注
意
深
く
生
活
し
て
も
、
今
後
も
感

染
は
起
こ
り
得
る
。

一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
処
法
は
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
今
後
も
、
地
域
に
向
け
て
小
ま
め

な
情
報
発
信
を
心
が
け
て
い
く
。
正
し
い
情

報
を
持
っ
て
、
自
治
体
、
他
の
医
療
・
介
護

機
関
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
正
し
く
恐
れ
、

正
し
く
備
え
る
。
そ
う
し
た
啓
発
活
動
を

続
け
て
い
く
。

10
月
５
日
、
大
阪
府
福
祉
部
と
藤
井
寺

保
健
所
が
共
催
す
る
「
感
染
症
対
策
研
修

会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
よ
り
注
意
深
い
感

染
対
策
が
必
要
と
な
る
介
護
老
人
福
祉

施
設
や
介
護
老
人
保
健
施
設
、
通
所
介
護

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
営
む
事
業
者
を
対
象
と

し
た
も
の
で
、
そ
の
職
員
約
２
０
０
名
が

参
加
し
た
。

研
修
会
に
講
師
と
し
て
登
壇
し
た
の

は
、
運
動
器
ケ
ア 

し
ま
だ
病
院
感
染
管

理
認
定
看
護
師
の
富
田
睦
美
だ
。富
田
は
、

感
染
症
対
策
チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
。今
回
、

職
員
が
感
染
し
た
事
態
に
あ
っ
て
、
藤
井

寺
保
健
所
と
連
絡
・
協
議
し
な
が
ら
そ
の

陣
頭
に
立
ち
、
ス
タ
ッ
フ
の
接
触
経
緯
調

査
を
は
じ
め
、一
連
の
対
策
を
指
揮
、
管

理
し
た
。
そ
の
迅
速
で
確
実
な
対
応
が
評

価
さ
れ
て
指
名
を
受
け
、
研
修
会
の
講
師

を
務
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

約
２
時
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
研
修

会
で
は
、
し
ま
だ
病
院
で
感
染
が
発
生
し

た
経
緯
、
そ
れ
に
伴
っ
て
打
っ
た
対
策
な

ど
を
子
細
に
報
告
。
そ
の
後
、
そ
こ
で
得

た
経
験
に
も
と
づ
い
て
、
院
内
ル
ー
ル
を

作
成
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
や
ス
タ
ッ
フ
各

人
の
行
動
レ
ベ
ル
に
落
と
し
込
ん
だ
注
意

点
な
ど
、
今
後
取
り
組
む
く
べ
き
具
体
的

な
対
策
を
中
心
に
、
感
染
予
防
・
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
の
知
見
が
報
告
さ
れ
た
。

か
り
が
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
で
は

私
た
ち
の
経
験
知
を
活
か
す
ど
こ
ろ
か
ア

ド
バ
イ
ス
す
ら
で
き
ま
せ
ん
し
、
何
よ
り

も
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
肝
心
の
〝
次
の
一
手
〞

が
打
て
ま
せ
ん
。
し
ま
だ
病
院
は
『
感
染

対
策
加
算
１
施
設
（
感
染
管
理
認
定
看
護

師
﹇ICN

 /Infection Control Nurse

﹈

な
ど
が
常
駐
し
、
感
染
防
止
対
策
が
な
さ

れ
て
い
る
病
院
）』
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
さ
す
が
だ
な
、
と
感
じ
ま
し
た
」。

そ
の
言
葉
を
継
い
で
、
メ
ン
バ
ー
の
皆

さ
ん
が
判
断
し
た
際
の
経
緯
を
話
し
て
く

れ
た
。「
た
と
え
ば
、
食
事
を
す
る
エ
リ
ア

は
ど
ん
な
空
間
な
の
か
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の

仕
方
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
資
料
に

は
、
写
真
も
間
取
り
図
も
つ
け
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

行
わ
れ
た
会
議
室
に
も
あ
り
ま
し
た
。
ど

れ
ぐ
ら
い
の
広
さ
な
の
か
、
窓
は
ど
こ
に

あ
っ
て
、
エ
ア
コ
ン
の
吹
き
出
し
口
は
ど

こ
に
つ
い
て
い
る
の
か
。
参
加
人
数
、
会

議
時
間
、
座
っ
た

位
置
な
ど
も
正
確

に
記
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
ら
を

つ
ぶ
さ
に
見
て
、

加
え
て
電
話
で
お

話
し
を
聞
き
、
メ

ン
バ
ー
で
集
ま
っ

て
見
立
て
を
す
り

合
わ
せ
た
結
果
、

検
査
対
象
も
拡

大
し
た
方
が
よ
い
、
と
考
え
ま
し
た
」。

地
域
医
療
を
支
え
る
病
院
で
も
あ
る
だ

け
に
、
念
に
は
念
を
入
れ
た
方
が
よ
い
の

で
は
な
い
か
、
そ
の
認
識
か
ら
の
判
断
で

あ
り
、
検
査
が
週
末
に
か
か
っ
て
も
迅
速

に
対
応
す
る
こ
と
を
決
め
た
と
い
う
。

勝
田
院
長
は
そ
の
時
を
振
り
返
っ
て
話

す
。「『
濃
厚
接
触
者
』
に
は
該
当
し
な
い

と
判
断
し
た
８
人
の
中
か
ら
、
新
た
な
感

染
者
が
見
つ
か
っ
た
と
聞
い
た
時
に
は
、

背
筋
が
凍
る
思
い
が
し
ま
し
た
。
も
し
、

そ
の
８
人
が
検
査
を
受
け
な
か
っ
た
と
し

た
ら
、
そ
こ
を
感
染
源
と
し
て
も
っ
と
拡

が
っ
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
さ

に
保
健
所
は
守
護
神
で
し
た
。
た
し
か
に
、

高
齢
者
の
患
者
さ
ん
を
は
じ
め
地
域
の
患

者
さ
ん
と
直
接
向
き
合
う
の
は
、
私
た
ち

病
院
の
医
療
者
で
す
。
が
、
そ
の
病
院
の

安
全
を
し
っ
か
り
と
守
っ
て
く
れ
て
い
る

の
は
保
健
所
で
す
。
そ
の
視
点
か
ら
見
れ

ば
、
保
健
所
は
地
域
医
療
の
屋
台
骨
で
す
。

私
た
ち
と
は
守
備
範
囲
は
異
な
る
も
の
の
、

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
知
識
と
技
、
仕

事
に
傾
け
る
思
い
は
同
じ
な
ん
だ
と
胸
が

熱
く
な
り
ま
し
た
」。

高
橋
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
は
、
最
後
を
こ

う
締
め
た
。「
行
政
に
は
、
一
定
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
は
必
要
で
す
。
で
す
が
そ
れ
は
〝
最

低
標
準
〞。
保
健
師
に
よ
る
疫
学
調
査
か

ら
、
社
会
的
に
必
要
で
対
応
可
能
な
ら
、

基
準
以
上
に
動
き
ま
す
。
そ
れ
も
ま
た
、

私
た
ち
保
健
師
の
誇
り
で
す
か
ら
」。

さ
ら
な
る
陽
性
者
を
出
さ
な
い
こ
と
を

最
優
先
し
、
感
染
者
Ａ
、Ｂ
は
も
ち
ろ
ん
だ

が
、
検
査
で
陰
性
だ
っ
た
残
り
の
職
員
も

全
員
、Ｂ
の
最
終
出
勤
日
か
ら
２
週
間
後
に

あ
た
る
27
日
ま
で
の
14
日
間
は
、
自
宅
待

機
と
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

幸
い
に
も
新
た
な
感
染
者
は
出
ず
、
28

日
に
終
息
宣
言
を
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
、
こ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
い
。
感

染
し
た
職
員
が
復
職
す
る
際
の
基
準
づ
く

り
が
必
要
だ
っ
た
。

し
ま
だ
病
院
は
、
感
染
管
理
認
定
看
護

師
な
ど
が
常
勤
し
、
感
染
症
に
対
す
る
対

策
が
徹
底
し
て
い
る
と
さ
れ
る
「
感
染
対

策
加
算
１
施
設
」
と
な
っ
て
お
り
、
地
域

の
「
感
染
対
策
加
算
２
施
設
」
の
感
染
対

策
に
関
わ
る
相
談
も
受
け
て
い
る
。
が
、あ

く
ま
で
整
形
外
科
専
門
病
院
で
あ
り
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
治
療
に
あ

た
る
医
師
は
い
な
い
。
復
帰
基
準
を
つ
く

る
に
は
、専
門
医
の
眼
が
必
要
だ
っ
た
。

近
年
、
地
域
の
感
染
症
対
策
で
重
要
な

の
は
、
感
染
対
策
加
算
１
施
設
同
士
の
横

の
連
携
で
あ
る
。
そ
の
観
点
か
ら
、
近
隣

の
大
阪
は
び
き
の
医
療
セ
ン
タ
ー
に
協
力

を
願
う
こ
と
と
し
た
。

勝
田
院
長
は
、
大
阪
は
び
き
の
医
療
セ

ン
タ
ー
の
院
長
に
ア
ポ
イ
ン
ト
を
申
し
入

れ
た
。

復
帰
基
準
は
、
同
じ
地
域
内
で
ば
ら
つ

か
な
い
よ
う
に
、
大
阪
は
び
き
の
医
療
セ

ン
タ
ー
の
医
療
従
事
者
が
感
染
し
た
場
合

の
復
帰
基
準
に
そ
ろ
え
た
い
。
大
阪
は
び

き
の
医
療
セ
ン
タ
ー
の
内
科
医
の
診
察
を

経
た
う
え
で
復
帰
可
否
の
判
断
を
仰
ぎ
た

い
。
そ
の
２
点
の
協
力
を
要
請
し
、
快
諾

を
い
た
だ
い
た
。

現
時
点
で
は
、
14
日
間
を
経
過
し
た
時

点
で
感
染
力
は
完
全
に
消
失
し
て
い
る
と

判
断
し
、
復
職
可
と
し
て
い
る
。
一
般
的

に
は
、
無
症
状
な
ら
10
日
で
感
染
力
は
消

失
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。

だ
が
、
基
礎
疾
患
を
持
つ
患
者
さ
ん
や

高
齢
の
患
者
さ
ん
も
多
く
入
院
す
る
た
め
、

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
マ
ー
ジ
ン
を
取
っ
て
14
日

間
で
復
帰
可
能
と
し
た
。

厚
生
労
働
省
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
症
状

が
残
る
場
合
に
は
、
発
症
後
14
日
を
経
過

し
て
い
る
こ
と
と
、
症
状
が
消
失
し
て
72

時
間
以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
。

Ｂ
は
発
症
後
14
日
間
が
経
過
。Ａ
は
味
覚

障
害
が
残
っ
た
も
の
の
、
大
阪
は
び
き
の

医
療
セ
ン
タ
ー
の
内
科
医
を
受
診
し
、
職

場
復
帰
可
能
と
判
断
さ
れ
た
。

同
時
に
、
院
内
に
向
け
て
は
、
復
帰
に

関
わ
る
正
し
い
知
識
を
学
び
、
心
な
い
差

別
や
誹
謗
中
傷
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
勉
強

会
も
実
施
し
た
。

Ａ
、Ｂ
に
対
し
て
は
、
何
か
心
配
な
こ
と

が
あ
れ
ば
聞
い
て
も
ら
え
る
窓
口
を
設
置

し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
説
明
す
る
復
帰
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
用
意
し
、
そ
れ
を
経
て
の
復

帰
と
な
っ
た
。

他
の
医
療
・
介
護
機
関
や
自
治
体
と
連
携
し
、

正
し
い
情
報
で
、正
し
く
恐
れ
、正
し
く
備
え
る

今
回
の
事
態
を
経
験
し
、
あ
ら
た
め
て
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
の
は
、
地
域
連
携
の
大
切
さ
だ
。

病
院
間
連
携
や
自
治
体
と
の
連
携
、
住
民
と
も
一
体
化
し
た
地
域
ぐ
る
み
の
感
染
症
対
策
が
必
要
に
な
る
。

〈地域の感染対策と高齢者の健康管理〉 「
念
に
は
念
を･･･

」。

病
院
だ
か
ら
こ
そ
、判
断
は
柔
軟
に

保
健
所
は
、地
域
医
療
の
屋
台
骨

異
な
る
プ
ロ
の
力
を
借
り
た
い

い
つ
か
ら
再
び
働
け
る
の
か
？

復
職
の
基
準
づ
く
り
も
必
要

内
科
医
の
診
察
を
経
て
、

復
職
可
否
判
断
を
仰
ぐ
協
力
を
要
請

介護施設対象の感染症対策研修会に、当院の感染管理認定看護師が登壇

詳細は P16で紹介

Oセンター Oセンター 運動器ケア
しまだ病院 T病院 P病院

S病院 S病院 F病院 A病院 T病院

A病院 H病院 A病院 K病院 F病院

T病院 M病院 T病院 Y病院 O病院

T病院 T病院

南河内感染対策ネットワーク

感染対策加算１施設

感染対策加算２施設

〈地域の保健・医療機関との連携〉
大阪はびきの医療センターとともに　

▲「動いてナンボ！チア体操 2020」は、ス
ポーツ医学にもとづいた体操やストレッチを
チア風にアレンジしたもの。高齢者のフレイ
ル、サルコペニア予防に活かすことができる

●
病
院
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
感
染
に
備
え
る

●
感
染
を
恐
れ
、「
動
け
な
く
な
る
」矛
盾

●
い
わ
れ
な
き
非
難
を
生
ま
な
い
た
め
に
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職
員
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
を
経
て

特
集

職
員
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
を
経
て

特
集

は
ぁ
と
ふ
る
グ
ル
ー
プ
で
は
、
は
び
き

の
エ
リ
ア
、
八
尾
エ
リ
ア
の
施
設
群
の
い

ず
れ
も
、
基
本
と
な
る
感
染
症
対
策
は
共

通
で
策
定
し
、状
況
に
応
じ
て
、随
時
変
更
・

改
善
し
て
い
る
（
面
会
対
応
の
よ
う
に
施

設
ご
と
の
事
情
を
考
慮
し
た
対
策
も
あ

る
）。
ま
た
、
今
回
の
職
員
感
染
を
経
験
し

て
、
感
染
者
の
復
職
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
新

た
に
設
け
た
。

病
院
や
介
護
施
設
は
、「
地
域
社
会
の
公

器
」
で
あ
る
。
何
よ
り
も
安
全
を
優
先
す

る
た
め
、「
陰
性
で
も
自
宅
待
機
」
と
い
っ

た
厳
格
な
対
応
も
必
要
に
な
る
。
一
方
で
、

自
宅
待
機
者
が
増
え
、
安
定
的
な
運
営
が

で
き
な
い
な
ら
、
地
域
社
会
の
公
器
と
し

て
の
使
命
は
果
た
せ
な
い
。
ま
た
「
陰
性

で
自
宅
待
機
」
し
た
ス
タ
ッ
フ
に
、
い
わ

れ
な
き
非
難
が
起
き
な
い
と
も
限
ら
な
い
。

今
回
、
も
っ
と
も
ジ
レ
ン
マ
に
陥
っ
た
の

は
そ
こ
で
あ
る
。
今
後
も
、
ウ
ィ
ル
ス
に

関
す
る
医
学
的
見
地
や
地
域
の
な
か
で
担

う
べ
き
役
割
な
ど
、
多
角
的
な
視
点
か
ら

感
染
症
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

患
者
・
利
用
者
さ
ん
と
ス
タ
ッ
フ
の
安
全
の
た
め
に

「
地
域
の
病
院
」
に
求
め
ら
れ
る
感
染
症
対
策
を
！

今
回
の
職
員
の
感
染
は
、
今
後
私
た
ち
が
、
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
対
し
て
ど
う
対
応
す
べ
き
か
を
、
あ
ら
た
め
て
突
き
つ
け
た
。

事
態
を
経
て
、
現
時
点
で
は
ぁ
と
ふ
る
グ
ル
ー
プ
が
運
用
す
る
お
も
な
感
染
症
対
策
を
ま
と
め
て
お
く
。

施
設
の
安
全
と
安
定
的
な
運
営

地
域
と
共
生
し
た
感
染
症
対
策
を

スタッフによるウィルスの院内持込みを防ぐため
に、入館時の検温とアルコール消毒を徹底。各自で
体温計を持参することとしたのは、当初は非接触型
検温計が納入されにくく検温がままならなかった
ことと、深刻化していた消毒用アルコールの消費を
抑えるため。体温計を共有して使用すると一人ひと
り検温のたびにアルコール消毒することになり、消
費量が増加する。現在は、非接触型検温計も消毒用
アルコールも充足されているが、体温計を持参した
定時の検温は継続している。

〈はぁとふるグループの感染防止・拡大防止対策〉

感染防止意識の向上と
日常行動改善

業務スタイルと進め方の
変更・改善

八尾はぁとふる病院の
面会対応

職員に感染が起きた場合の
対応と復職について

日常的な感染防止施策として、まずは職員が集まる
食堂と休憩室のゾーニングを変更。摂食を伴えばマ
スクを外さざるを得ない。空気の流れを考慮しなが
ら椅子や机の間隔・向きを決め、飛沫の拡散を抑え
るアクリル板も設置。そのうえで同じ部署の職員が
同時に集まらないよう、ローテーションでの食事・
休憩を実施。

４月７日、大阪府を含む7都府県に初の非常事態宣言が発出された。はぁとふるグループでは、
3月18日には新型コロナウィルス感染症・拡大防止を図るガイドライン（初版）を作成、基本と
なるさまざまな対策が施された。以後、全国・地域の感染状況や、次第に明らかになるウィルス
の医学的知見などに応じて、随時改訂・追加・更新を行っている。

全国で起こったクラスターの発生状況やウィルス
に関する新たな情報は、感染症対策チームから院内
のイントラネットを通じて随時発信。さまざまな
ケースから得た知識をもとに、自院内の環境改善に
努めた。八尾エリアでは、スタッフの意識向上のた
めに定期的に院長からのメッセージも発信した。

自宅から入院してくる患者さんには、入院後の
治療の安全を図り、感染可能性のチェックと肺
炎の有無を確認するため、必ず事前に胸部CT検
査を実施することを決定（他院からの転院して
くる患者さんは除外）。

＜陽性で無症状の場合＞
14日間経過した時点で復職可とする。無症状
で14日経過した段階であれば、医学的にはす
でにウィルスの感染力は完全消失していると
考えられているため。
※参考 PCR検査はウィルス遺伝子の有無を検
査する方法であり、感染力を失った（死ん
だ）ウィルスでも、遺伝子が残存していれ
ば陽性判定が出ることがある。

＜陽性で発症があった場合＞
①発症後14日を経過していること
②症状が消失し72時間以上経過していること
この2点を基本として復職可能と判断。
症状が残るケースには2種類ある。
①引き続きウィルスが活性状態にあり、発熱
などの症状が続いているケース　
②ウィルスに攻撃されたことによる影響が
残っているケース（味覚障害や咳症状など）
②であれば、他者に感染することはないとさ
れている。症状が残る職員は、内科医の診
察を受けて復職の可否を判断する。

陰性と判定されても、2週間の健康観察期間を
設ける（場合によっては自宅待機）。その間は１
日2回の検温と体調を報告。Googleformに体
温や体調を入力し、情報を一元管理できるシス
テムを作成。

●復職する職員に対するガイダンス実施
　（P03・P06参照）
●いわれなき非難等が起きないように
　院内勉強会を実施（P03・P06参照）

緊急事態宣言下は、毎日感染対策ミーティング
を開催。病棟、病室、リハビリルームなどの現場
に足を運び、対策の甘い箇所の発見・改善や、万
が一職員が感染していた場合に備えて看護やリ
ハビリで患者さんへの接触を極力減らす工夫な
ど、あらゆる課題を整理して解決策を検討。

リハビリを中心として治療にあたる八尾はぁと
ふる病院は、「家族の顔を見る・家族と会話する」
ことは、患者さんのリハビリに向かう意欲に大
きく影響すると考え、大阪府の緊急事態宣言期
間を除き「面会謝絶」措置は取らなかった。ただ
し、面会にあたっては細かなルールを設定。ご家
族にも理解・協力いただいたうえで、「やる気の
素」となる面会の機会を確保した。

職員の感染が原因となって病棟内にウィルスが
拡散してしまう事態も想定し、ナースステー
ションでのカンファレンスを中止。すべての会
議室に「密」を避けることができる定員を定め
た。そのうえで会議時間もできるだけ短縮を促
し、厳格に運用している。

新型コロナウィルス感染症対策ガイドラインの作成

■八尾はぁとふる病院の面会に関する規定（2020．10月15日時点）・地域の感染状況により変化する
面会の条件
面会可能人数

面会できる時間

面会できる回数
面会できる方

面会前のチェック

面会記録

面会するうえでの
注意事項

その他

病棟に入室できる人数は1患者さんにつき1名のみ
（1病棟につき3名の患者さんまでの人数制限を設け対応）

〈月～金〉13時～17時　〈土・日・祝日〉10時～12時
1回15分まで　※面会者はタイマー持参。15分以上経過した場合は病棟に連絡し、退室を促す
原則週2回まで
ご家族と患者さんにとってのキーパーソンのみ
受付前に手洗いをして手指の衛生を確保。マスクの装着を確認
検温と問診票による体調チェックを実施
必要
①院内では必ずマスク着用し、濃厚接触を避ける
　※売店にてマスク販売あり／閉店後は事務所にて販売
②1階ロビーの密を避ける　※ロビーでは間隔をあけてお座りいただき、会話をお控えいただく
③37.5度以上の方、風邪症状のある方は面会できません
①希望があればスタッフにて荷物の引き渡しを行っている
　※病棟ナースステーションも協力して、部屋番号と入院者の確認を実施

　 毎日の感染対策ミーティング
 　（緊急事態宣言解除後は週2回）

自宅から入院される患者さんの
胸部CT検査を必須に

感染管理認定看護師を中心とした
「濃厚接触者」の確定（P03・P05参照）
管轄保健所と連携した
すみやかな検査実施（P03・P04参照）
無症状の陽性者は、
14日間無症状なら復帰可能と判断
（P03・P06参照）

症状が残る陽性者は、
呼吸器内科を受診し
復職の可否を判断（P03・P06参照）

陰性判定の場合でも
原則14日間の経過観察期間を設定

感染職員の復職規定作成

病棟でのカンファレンス中止
（会議室の利用）
会議室の定員と一回の会議時間を
設定・厳守 院長からのメッセージ（八尾）

感染対策チームからのアドバイス

食堂・休憩室の配置換え
各部署で当番を決め毎日パソコン・
電話・スイッチなどの清掃
朝10時の全館放送で換気を徹底 入館時の検温と

アルコール消毒の徹底
各自体温計を持参し、定時に検温
院内では食事の時をのぞき、
常時サージカルマスク着用

はぁとふるグループ 感染症対策チーム
（インフェクションコントロールチーム〈ICT／Infection Control Team〉）

運動器ケア しまだ病院 
感染管理認定看護師
富田 睦美

八尾はぁとふる病院　
看護師
小倉 牧子

八尾はぁとふる病院　
臨床検査技師
濱田 邦仁
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プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
は
、
終
わ
ら
な
い

シ
リ
ー
ズ

８
時
45
分
、
運
動
器
ケ
ア 

し
ま
だ
病
院

２
階
。５
つ
の
手
術
室
が
並
ぶ
手
術
エ
リ
ア

の
朝
は
あ
わ
た
だ
し
い
。
ド
ク
タ
ー
、
看
護

師
や
技
士
な
ど
の
手
術
ス
タ
ッ
フ
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
に
そ
っ
て
持
ち
場
を
往
来
す

る
。
多
け
れ
ば
１
日
で
15
件
近
く
、
少
な
く

と
も
６
〜
７
件
の
手
術
が
行
わ
れ
る
こ
の
場

所
に
は
、
手
術
で
使
う
器
械
の
音
や
器
具

が
摺
れ
あ
う
金
属
音
が
絶
え
ず
響
き
、
そ

れ
が
か
え
っ
て
静
寂
と
緊
張
を
高
め
て
い
る
。

そ
の
中
を
あ
ち
こ
ち
目
配
り
し
な
が
ら

見
回
る
女
性
が
い
る
。
森
重
だ
。
そ
の
日
予

定
さ
れ
て
い
る
手
術
が
滞
り
な
く
進
む
よ

う
に
「
手
術
エ
リ
ア
の
〝
空
気
〞
を
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
す
る
」
の
が
役
割
だ
。

森
重
は
語
る
。「
ス
タ
ッ
フ
は
、
自
ず
と

そ
の
瞬
間
の
自
分
の
役
割
に
集
中
し
ま
す
。

そ
れ
は
正
し
い
の
で
す
が
、
裏
返
せ
ば
、
ま

わ
り
や
先
が
見
え
な
い
状
態
。
ほ
か
の
手
術

室
の
手
術
は
順
調
か
？ 

３
時
間
後
、
自
分

は
ど
の
手
術
の
何
を
担
当
し
、
何
の
手
配
・

準
備
が
必
要
か
？
目
の
前
に
集
中
す
る
ほ

ど
、
見
え
な
く
な
り
が
ち
で
す
。
そ
ん
な
手

一
杯
な
ス
タ
ッ
フ
に
代
わ
っ
て
５
つ
の
手
術

室
の
流
れ
す
べ
て
を
把
握
す
る
の
が
私
の

仕
事
で
す
」。

手
術
が
長
引
い
て
次
の
手
術
の
開
始
が

迫
れ
ば
、
誰
で
も
少
な
か
ら
ず
焦
る
。
そ
ん

な
ス
タ
ッ
フ
が
い
れ
ば
、「
間
に
合
う
よ
、

大
丈
夫
」
と
声
を
か
け
る
。
時
間
が
足
り

な
い
か
も
と
感
じ
れ
ば
、
自
ら
器
具
や
資

材
を
運
ん
で
セ
ッ
ト
す
る
。
人
が
足
り
な
い

手
術
が
あ
れ
ば
、
手
術
室
に
入
っ
て
サ
ポ
ー

ト
す
る
。
緊
張
か
ら
解
き
放
た
れ
て
休
憩

す
る
ス
タ
ッ
フ
に
は
、
ほ
ど
よ
い
時
間
を
見

計
ら
っ
て
「
さ
、
次
は
コ
レ
用
意
す
る
よ
」

と
指
示
を
出
す
。
動
き
は
変
幻
自
在
だ
。

手
術
ス
タ
ッ
フ
の
一
人
は
、
森
重
を
こ
う

評
し
た
。「
手
術
エ
リ
ア
の
〝
空
気
〞
を
つ

く
る
人
。
森
重
さ
ん
が
入
っ
て
い
る
だ
け
で

安
心
感
が
違
う
。
自
分
た
ち
が
こ
れ
か
ら

向
か
う
先
を
示
す
灯
台
で
あ
り
、
焦
り
や

不
安
、
う
っ
か
り
や
し
ょ
ん
ぼ
り
と
い
っ
た

マ
イ
ナ
ス
要
因
の
侵
入
を
防
い
で
く
れ
る
防

波
堤
で
も
あ
り
ま
す
」。

看
護
の
仕
事
に
就
い
て
50
年
を
過
ぎ
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
病
院
を
経
験
し
た
。一
番
長
く

勤
務
し
た
の
は
、
藤
井
寺
市
民
病
院
だ
。

27
年
間
、
お
も
に
急
性
期
看
護
に
携
わ
り
、

多
く
の
手
術
も
経
験
し
た
。
退
職
前
の
11

年
間
は
、
看
護
部
長
と
し
て
約
80
人
の
看

護
師
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
た
。

「
し
ま
だ
病
院
に
入
職
し
た
の
は
６
年
前

で
す
。
長
年
の
経
験
を
買
わ
れ
た
ん
だ
と

思
い
ま
す
が
、
当
初
は
ま
る
で
ダ
メ
、
で
ね
。

手
術
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ん
て
し
た
こ
と
が
な

か
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
経
歴
と
経
験
で
は
太

刀
打
ち
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
（
笑
）」。

何
が
ダ
メ
だ
っ
た
の
か
？
そ
の
理
由
は
二

つ
あ
っ
た
と
い
う
。

「
一
つ
は
、『
人
』
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
は
初

め
て
の
方
ば
か
り
。
こ
の
人
は
ど
ん
な
性
格

か
、
何
が
得
意
で
何
が
不
得
意
か
。
ど
こ
に

注
意
し
て
観
て
あ
げ
、
何
を
サ
ポ
ー
ト
す

れ
ば
力
を
発
揮
す
る
の
か
。
最
初
の
１
年
は
、

す
き
間
を
見
つ
け
て
は
話
し
か
け
、
人
と
な

こ
こ
ま
で
続
け
ら
れ
た
の
は
「
好
き
」
だ
か
ら
。

看
護
と
い
う
仕
事
を
「
好
き
」
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

関
わ
る
手
術
ス
タ
ッ
フ
の
精
神
的
支
柱
と
な
っ
て
、
ス
ム
ー
ズ
で
安
心
・
安
全
な
手
術
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト●2017年「瑞宝単光章」受章

運動器ケア しまだ病院 手術事業
看護師

50
年
以
上
看
護
の
仕
事
に
携
わ
り
、
２
０
１
７
年
の
「
瑞
宝
単
光
章
」
も
受
章
し
た
看
護
の
プ
ロ
・
森
重
文
子
。

２
０
１
６
年
か
ら
当
院
に
入
職
し
、
い
ま
「
手
術
エ
リ
ア
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
と
い
う
新
た
な
看
護
領
域
に
挑
ん
で
い
る
。

森重 文子

Fumiko Mor i sh ige

〈私の履歴書〉

灯
台
と
防
波
堤
の
二
役
を
こ
な
す

手
術
エ
リ
ア
の
〝
空
気
〞
を
つ
く
る
人

入
職
後
、手
術
に
立
ち
会
い
な
が
ら
、

自
分
で
作
っ
た
手
術
フ
ァ
イ
ル
が
宝
物

幼
い
こ
ろ
に
失
っ
た
母
の
そ
ば
で

耐
え
難
い
不
条
理
に
傷
つ
く
人
の
そ
ば
で

プロフェッショナルは、終わらない。
ー長年の経験を現場に活かすセカンドステージのカタチー 01

鹿児島県出身
＜中学卒業後＞
■「国立療養所 大島青松園」（香川県高松市
大島）付属准看護学院入学

● 大島青松園は、瀬戸内海の大島にあるハン
セン病の療養所

● 付属准看護学院は高校卒業資格も取得可
能な看護学校。通信教育で4年かけて高卒
資格を取得。最初の2年で准看護師資格取
得。残り2年は大島青松園で准看護師とし
て勤務
■国立兵庫療養所（兵庫県三田市／現・独立
行政法人国立病院機構兵庫中央病院）附
属看護学校入学

● 正看護師資格取得
■国立病院機構 大阪南医療センター入職
● 3年間勤務し、結婚出産で退職
■民間病院に6年間（3年ずつ2カ所）勤務
■藤井寺市民病院入職
● 27年間勤務（うち11年看護部長を務め
る）。おもに急性期患者を担当
2014年3月　藤井寺市民病院　退職
2014年4月　運動器ケア しまだ病院　入職
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プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
は
、
終
わ
ら
な
い

シ
リ
ー
ズ

よ
く
と
お
る
声
で
す
た
す
た
と
。吉
村
は
、

あ
ち
こ
ち
を
歩
き
な
が
ら
、
通
り
か
か
る
ス

タ
ッ
フ
に
気
さ
く
に
声
を
か
け
る
。
そ
の
姿

は
、
前
職
の
大
阪
は
び
き
の
医
療
セ
ン
タ
ー

看
護
部
長
・
吉
村
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
だ
が
、

い
ま
の
吉
村
は
、
直
接
患
者
さ
ん
と
向
き

合
う
の
が
仕
事
で
は
な
い
。
は
ぁ
と
ふ
る
グ

ル
ー
プ
本
部
で
、ス
タ
ッ
フ
の
教
育
研
修
や

能
力
開
発
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
の
範
囲
や

目
標（
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）を
明
文
化
す
る
ヒ
ュ
ー

マ
ン
・
リ
ソ
ー
ス
の
仕
事
に
携
わ
る
。

看
護
師
で
あ
り
な
が
ら
、
看
護
師
だ
け

で
も
な
い
。
そ
れ
が
吉
村
の
キ
ャ
リ
ア
だ
。

看
護
学
校
の
教
員
を
８
年
間
努
め
た
。

病
院
を
離
れ
、
府
の
職
員
と
し
て
３
年
間

の
庁
舎
勤
め
も
経
験
し
た
。
大
阪
は
び
き

の
医
療
セ
ン
タ
ー
に
復
帰
し
た
後
も
、
約
４

０
０
名
も
の
看
護
ス
タ
ッ
フ
を
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
す
る
立
場
に
身
を
置
い
た
。〝
医
療
施
策

を
立
案
で
き
る
看
護
師
〞
で
、〝
医
療
組
織

の
労
務
管
理
が
で
き
る
看
護
師
〞
だ
。

「
看
護
師
の
経
歴
と
し
て
は
〝
少
し
異  

色
〞、
で
し
ょ
う
ね
」。
吉
村
が
語
る
。

「
私
の
仕
事
を
端
的
に
言
え
ば
、
そ
れ
ぞ

れ
の
職
種
が
『
め
ざ
す
姿
』
を
明
確
に
す
る

こ
と
で
す
。
ど
こ
ま
で
を
仕
事
範
囲
と
し
、

何
に
責
任
を
負
い
、
ど
ん
な
仕
事
を
す
る

べ
き
か
。
仕
事
の
質
を
上
げ
る
に
は
、
ど
ん

な
能
力
を
身
に
つ
け
ね
ば
な
ら
な
い
か
。
言

い
換
え
れ
ば
、
自
分
の
能
力
や
成
長
、
仕
事

の
成
果
を
正
し
く
評
価
す
る
た
め
の
〝
も
の

さ
し
〞
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。一
方
で
組
織

と
し
て
は
、ス
タ
ッ
フ
に
そ
の
力
を
身
に
つ

け
て
も
ら
う
た
め
に
必
要
な
研
修
や
キ
ャ

リ
ア
ス
テ
ッ
プ
を
準
備
す
る
。
働
く
人
と
組

織
、
両
者
が
喜
び
合
え
る
関
係
を
築
く
土

台
作
り
を
は
じ
め
て
い
ま
す
」。

看
護
部
長
と
い
う
役
職
を
担
っ
た
大
阪

は
び
き
の
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
院
長
や
事

務
局
長
な
ど
と
病
院
の
運
営
に
つ
い
て
話

す
こ
と
が
多
か
っ
た
。
吉
村
が「
や
り
ま
す
」

と
答
え
れ
ば
、
す
な
わ
ち
そ
れ
は
看
護
部

が
「
や
る
」
と
同
義
だ
。
そ
の
決
断
に
は
、

約
４
０
０
人
の
看
護
ス
タ
ッ
フ
の
理
解
と
協

力
が
求
め
ら
れ
る
。
絶
え
ず
組
織
の
長
と

し
て
の
責
任
と
対
峙
し
た
。

大
阪
は
び
き
の
医
療
セ
ン
タ
ー
退
職
後

は
看
護
管
理
者
と
し
て
経
験
を
積
み
、
生

ま
れ
育
っ
た
地
域
で
働
き
た
い
、
と
い
う
思

い
か
ら
は
ぁ
と
ふ
る
グ
ル
ー
プ
に
入
職
し
た
。

大
阪
府
庁
で
勤
務
し
た
と
き
、
は
ぁ
と
ふ
る

グ
ル
ー
プ
の
石
神（
現
・
常
務
理
事
）を
中
心

と
し
た
南
河
内
地
域
の
看
護
管
理
者
と
仕

事
を
し
た
こ
と
が
、
そ
の
思
い
を
強
く
し
た
。

は
ぁ
と
ふ
る
グ
ル
ー
プ
に
入
職
し
て
か

ら
は
、ス
タ
ッ
フ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
取
り
方
も「
縦
」か
ら「
横
」へ
と
変
わ
っ

た
。
原
点
回
帰
。
役
職
な
ど
無
縁
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
職
種
の
ス
タ
ッ
フ
と
気
軽
に
話
し
、

患
者
さ
ん
・
ご
利
用
者
の
幸
せ
を
考
え
る
。

「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
は
患
者
さ
ん
・
ご
利
用
者

の
た
め
の
も
の
。
担
当
ス
タ
ッ
フ
が
ど
ん
な

役
割
を
担
っ
て
い
よ
う
が
、
ま
し
て
や
ど
ん

な
役
職
に
あ
ろ
う
が
、
患
者
さ
ん
・
ご
利
用

者
に
は
関
係
な
い
。
治
っ
た
ら
住
み
慣
れ
た

地
域
で
ど
ん
な
生
活
を
営
み
た
い
か
、
ど
ん

こ
こ
は
「
そ
の
人
ら
し
く
動
く
」
を
叶
え
る
場
所

『
は
ぁ
と
ふ
る
』
ら
し
い
体
制
と
働
き
方
を
つ
く
り
た
い

看
護
の
現
場
経
験
と
大
き
な
組
織
の
管
理
職
経
験
も
活
か
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
の
能
力
開
発
に
挑
む

看
護
や
医
療
教
育
現
場
、
行
政
・
組
織
管
理
の
現
場
を
歩
み
、
２
０
２
０
年
に
「
瑞
宝
単
光
章
」
を
受
章
し
た
吉
村
あ
り
さ
。

い
ま
そ
の
豊
富
な
経
験
が
、
は
ぁ
と
ふ
る
ら
し
い
体
制
と
働
き
方
を
生
み
出
し
始
め
て
い
る
。

〈私の履歴書〉
大阪府羽曳野市出身
＜高校卒業後＞
■大阪府立成人病センター（現・大阪府立病院機
構 大阪国際がんセンター）附属高等看護専門
学院（3年制）卒業

● がん患者の看護をしたい思いから、大阪府立
成人病センター附属看護学校に入学。卒業し
て同病院に入職、大阪府職員に。看護師として
12年、看護専門学校教員として8年勤務
■大阪府立病院機構 大阪急性期・総合医療セン
ターに異動

● 看護師として3年勤務
■大阪府健康福祉部医療対策課看護グループ
に異動

● 府庁に3年勤務
● 看護師を養成する看護学校の指導、看護協会
や医師会などとの交渉、府民が求める医療・看護
の施策立案など、大阪府行政の仕事に携わる

● 現場を離れ、府庁の管理部門勤務を通じ、国
の医療政策が都道府県にどのように下りてく
るかなど、地方自治体や公共団体の仕事の道
筋・流れを理解
■大阪府立病院機構
　大阪はびきの医療センターに異動
● 11年勤務。うち副看護部長4年、看護部長7年
● 看護師と看護補助者、合計400人をマネジメ
ント（非常勤を含む。常勤は380人）。病院や院
長の方針を受けて看護部の役割と業務を考
え、看護部スタッフの目標管理に携わる業務に
あたる
2019年3月　大阪府立病院機構
　　　　　　　大阪はびきの医療センター 退職
2019年4月　医療法人はぁとふる入職

Ar i sa  Yosh imura

●2020年「瑞宝単光章」受章

医療法人はぁとふる ヒューマンリソース事業
看護師

吉村ありさ

プロフェッショナルは、終わらない。
ー長年の経験を現場に活かすセカンドステージのカタチー 02

看
護
師
な
が
ら
、
看
護
師
だ
け
で
な
い

現
場
と
組
織
を
知
る
異
色
の
看
護
師

は
ぁ
と
ふ
る
ら
し
さ
と
は
、

「
そ
の
人
ら
し
さ
」と「Shared Decision
」



運
動
器
ケ
ア 

し
ま
だ
病
院
の
退
院
支
援

は
、
入
院
か
ら
退
院
ま
で
の
期
間
に
限
ら

な
い
。「
症
状
が
出
た
時
か
ら
、
再
び
自
宅

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

ま
で
」の
支
援
を
め
ざ
し
て
い
る
。
む
す
ぶ

チ
ー
ム
は
、
ケ
ア
に
携
わ
る
ス
タ
ッ
フ
が

そ
の
人
ら
し
さ
を
支
援
す
る
た
め
、
何
が

必
要
か
を
自
ら
考
え
、
動
け
る
よ
う
に
支

援
す
る
こ
と
が
目
的
の
チ
ー
ム
。

マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
村
口
は
、
活
動
の
狙
い

を
こ
う
い
い
切
る
。「
こ
れ
ま
で
以
上
に
支

援
の
質
を
上
げ
、
患
者
さ
ん
に
〝
そ
の
人

ら
し
さ
を
全
う
し
て
も
ら
う
〞
こ
と
で
す
」。

支
援
体
制
は
す
で
に
あ
る
。
チ
ー
ム
が

取
り
組
む
課
題
は
、
そ
の
先
だ
。
理
学
療

法
士
と
し
て
自
宅
復
帰
に
向
け
た
リ
ハ
ビ

リ
を
担
当
す
る
西
谷
が
い
う
。「
一
人
の
患

者
さ
ん
に
は
、
医
師
を
は
じ
め
、
外
来
看

護
師
や
病
棟
看
護
師
や
療
法
士
な
ど
、
多

様
な
職
種
の
ス
タ
ッ
フ
が
さ
ま
ざ
ま
な
段

階
で
関
わ
り
ま
す
。
実
は
こ
れ
ま
で
も
、

患
者
さ
ん
の〝
そ
の
後
〞
は
、
気
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
一
緒
に
リ
ハ
ビ
リ
に
取
り
組

む
な
か
で
、
患
者
さ
ん
の
自
宅
環
境
や
家

族
構
成
な
ど
を
聞
け
ば
聞
く
ほ
ど
、
自
宅

復
帰
後
が
気
に
な
っ
て
い
た
ん
で
す
」。

そ
う
し
た
背
景
も
あ
り
、
退
院
後
の
訪

問
看
護
に
注
力
し
て
き
た
。
医
師
が
「
特

別
訪
問
看
護
指
示
書
」
を
出
し
た
場
合
に

は
、
退
院
後
も
２
週
間
に
わ
た
っ
て
自
宅

を
訪
問
し
、
経
過
観
察
・
看
護
・
リ
ハ
ビ

リ
に
あ
た
る
こ
と
が
で
き
る
。

訪
問
看
護
を
担
う
山
本
が
話
す
。「
そ

れ
だ
け
で
も
退
院
後
の
様
子
が
わ
か
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
得
た
情
報
は
、

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
な
ど
で
共
有
し
、
必
要

な
ら
ば
外
来
通
院
を
促
し
て
治
療
に
あ
た

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
れ
で
も
足
り
な

い
も
の
が
出
て
き
ま
す
。
そ
れ
は
『
入
院

前
の
暮
ら
し
ぶ
り
』
で
す
」。

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
上
西
が
言
葉

を
つ
な
ぐ
。「
入
院
・
手
術
前
に
、
そ
の
人

サ
ー
ビ
ス
を
上
手
く
組
み
合
わ
せ
て
い
く
。

そ
れ
が
「
そ
の
人
ら
し
さ
を
全
う
す
る
」

と
い
う
こ
と
だ
。

こ
の
活
動
は
、
３
年
を
め
ど
と
し
た
有

期
の
活
動
だ
。
３
年
の
理
由
を
村
口
は
こ

う
ま
と
め
た
。「
自
分
の
担
当
の
『
ひ
と
つ

前
・
ひ
と
つ
後
』
を
知
る
。
患
者
さ
ん
を

思
う
気
持
ち
の
す
そ
野
を
広
げ
て
い
く
こ

と
が
、
患
者
さ
ん
の
望
む
生
活
の
実
現
に

つ
な
が
り
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
に
そ
の
意
識

が
高
ま
り
、
自
律
し
た
行
動
が
で
き
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
活
動
の
目
的
は
達
成
で
す
。

私
た
ち
の
役
割
は
、
現
場
で
働
く
ス
タ
ッ

フ
の
力
を
最
大
限
活
か
せ
る
よ
う
に
す
る

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
実
現
に

む
け
て
模
索
し
な
が
ら
進
ん
で
い
き
ま
す
」。

〈むすぶ人〉
社会福祉士
上西　未夏

〈むすぶ人〉
理学療法士
西谷 知也

〈むすぶ人〉
訪問看護師
山本 弥生

は
ど
ん
な
暮
ら
し
を
し
て
い
た
の
か
？
を

知
ら
な
け
れ
ば
、
自
宅
に
帰
っ
た
後
、
果

た
し
て
患
者
さ
ん
が
そ
の
暮
ら
し
に
納
得

で
き
て
い
る
の
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ

ん
。
少
し
で
も
自
分
ら
し
い
生
活
を
取
り

戻
し
、
暮
ら
し
の
満
足
度
を
高
め
る
支
援

を
考
え
る
の
が
、
私
た
ち
の
役
割
で
す
」。

『
前
』
を
知
る
こ
と
は
、
そ
の
人
ら
し
い

『
後
』
を
実
現
す
る
。
患
者
さ
ん
は
、
治
療

を
受
け
る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
に
な
り
た

い
と
願
っ
て
い
る
の
か
。
寝
起
き
や
排
せ

つ
に
困
ら
な
い
こ
と
か
、
自
炊
が
で
き
る

こ
と
か
、
そ
れ
と
も
趣
味
の
散
歩
が
で
き

る
こ
と
か
。
そ
の
願
い
を
か
な
え
る
た
め

の
治
療
方
針
が
組
み
立
て
ら
れ
る
。
治
療

や
リ
ハ
ビ
リ
で
補
え
な
い
部
分
は
、
介
護

〈治療とケアをつなぎ、むすぶ〉切れ目のない退院支援体制
cure care 2 号連続

特別企画
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「
そ
の
人
ら
し
さ
」を
支
援
す
る「
む
す
ぶ
」チ
ー
ム

私
た
ち
は
、い
つ
も
つ
な
が
っ
て
い
る

今
年
の
４
月
か
ら
、運
動
器
ケ
ア 

し
ま
だ
病
院
で
は
、

「
そ
の
人
ら
し
い
」退
院
支
援
を
実
現
す
る
た
め
の「
む
す
ぶ
」チ
ー
ム
が
発
足
し
た
。

そ
の
活
動
の
狙
い
と
今
後
を
聞
い
た
。

むすぶ
ケア

1 2

4

3

術前の健康管理・
術後回復を促す

自宅復帰に向けた
リハビリ

地域と連携・一体化した支援

自宅復帰後の訪問看護

病棟看護師は、術後の順調な
回復のために、術前の体調を
管理。術後は、療法士と回復度
合いを共有しながら、早期退
院の実現をはかる

療法士は、患者さんの自宅復帰
に必要な動作能力の獲得のた
め、その人の状態や環境に応じ
た関わりを行う

ソーシャルワーカーは、
カンファレンスにも参加
して、患者さんの回復具
合などを確認。退院後に
必要となる介護サービス
なども組み立てる

入院時の様子や治療後の経
過などから、退院後も経過
観察や看護やリハビリが必
要と判断されれば、2週間
にわたって自宅を訪ね、ケ
アにあたる

むすぶ
チーム

支援の質のレベルを高める
入院前から自宅復帰後まで

地域と連携・一体化した支援

手術前のケア・術後回復
自宅復帰後の在宅ケア

術後の自宅復帰に向けたリハビリ

〈むすぶ人〉
看護師
村口 あや

離れていても、
つながっています！

離れていても、
つながっています！

離れていても、
つながっています！

「
し
ま
だ
流
・
退
院
支
援
の
質
」
を
上
げ
る

そ
れ
が
、
む
す
ぶ
チ
ー
ム
の
目
的

「
前
」
の
暮
ら
し
を
知
る
こ
と
が
、

そ
の
人
ら
し
い
「
後
」
に
つ
な
が
る
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石原 由美子さん 
いしはら　ゆみこ

チアリーダーズクラブ JUMPS　
株式会社JUMPS代表取締役

Eudynamicsヴィゴラスと共同で、
「動いてナンボ！チア体操2020」を開発

「
私
、チ
ア
ダ
ン
ス
界
の
な
か
で
は
、か
な
り

の
〝
異
端
児
〞
な
ん
で
す
よ
ね
ぇ（
笑
）」。

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ JUM

PS

を
率
い

る
代
表・石
原
さ
ん
は
、い
か
に
も
チ
ア
リ
ー

ダ
ー
ら
し
い
元
気
い
っ
ぱ
い
の
笑
顔
を
満
面

に
浮
か
べ
、そ
う
話
す
。

石
原
さ
ん
は
、こ
の
秋
、は
ぁ
と
ふ
る
グ

ル
ー
プ
のEudynam

ics
ヴ
ィ
ゴ
ラ
ス
と
共

同
で
、チ
ア
ダ
ン
ス
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム「
動
い

［連載］私私 のの はは ぁぁ とと ふふ るる

て
ナ
ン
ボ
！
チ
ア
体
操
２
０
２
０
」を
開
発

し
た
。こ
れ
は
ス
ポ
ー
ツ
医
学
に
も
と
づ
い

た
体
操
や
ス
ト
レ
ッ
チ
を
チ
ア
ダ
ン
ス
風
に

ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
。コ
ロ
ナ
禍
の
ス
テ
イ

ホ
ー
ム
で
巣
ご
も
り
し
が
ち
な
人
の
運
動

不
足
解
消
や
、高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
、サ
ル
コ

ペ
ニ
ア
予
防
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
。

な
ぜ
異
端
児
な
の
か
を
聞
い
て
み
た
。

「
だ
っ
て
、そ
う
で
し
ょ
！
チ
ア
ダ
ン
ス
っ
て
、

普
通
は
若
い
女
性
の
イ
メ
ー
ジ
。で
も
私
が

思
う
チ
ア
ダ
ン
ス
は
、そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
。

男
女
も
年
齢
も
関
係
な
く
、楽
し
く
体
を
動

か
し
て
、ま
ず
は
自
分
が
元
気
に
な
る
。そ

の
元
気
で
周
囲
も
応
援
し
て
、日
本
を
ま
る

ご
と
元
気
に
し
た
い
。そ
れ
が
チ
ア
ス
ピ

リ
ッ
ト
＝
チ
ア
の
精
神
と
い
う
も
の
で
す
が
、

う
ち
の
よ
う
に
幅
広
い
年
齢
層
か
つ
性
も

超
え
て
と
い
う
の
は
珍
し
い
か
と
」。

現
在
、石
原
さ
ん
は
、大
阪
と
兵
庫
に
５

カ
所
の
チ
ア
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
を
運
営
す
る
。

そ
こ
に
通
う
メ
ン
バ
ー
は
４
歳
か
ら
79
歳

ま
で
の
男
女
。幅
広
い
年
齢
層
か
ら
生
ま
れ

る
世
代
間
交
流
も
ク
ラ
ブ
の
大
き
な
魅
力

で
、そ
れ
も
狙
い
の
一
つ
。教
育
や
福
祉
に
活

か
し
た
り
、地
域
参
加
活
動
を
促
し
た
り
と
、

チ
ア
を
個
人
と
社
会
を
つ
な
ぐ
手
段
と
し

て
捉
え
て
い
る
。

「
動
い
て
ナ
ン
ボ
！
チ
ア
体
操
２
０
２
０
」

を
制
作
す
る
き
っ
か
け
は
、理
事
長
・
島
田

永
和
と
の
出
会
い
だ
っ
た
。祖
父
が
空
堀
商

店
街
の
理
事
長
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、ま
ち

の
活
性
化
に
も
興
味
が
あ
っ
た
石
原
さ
ん
。

２
年
前
、大
阪
を
元
気
に
す
る「
大
阪
活
性

化
事
業
実
行
委
員
会
」に
入
会
し
た
。そ
こ

を
通
じ
て
、道
頓
堀
界
隈
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

Ｆ
Ｍ
局
・Ｙ
ｅ
ｓ-

ｆ
ｍ
に
出
演
し
て
い
る

チ
ア
ダ
ン
ス
界
の〝
異
端
児
〞が
、

今
度
は
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ア
ダ
ン
ス
に
挑
戦
！

し
ま
だ
病
院
は
、「
病
院
ら
し
く
な
い
病
院
」

こ
こ
は
、
元
気
に
な
り
に
来
る
場
所

島
田
と
つ
な
が
っ
た
。「
お
会
い
し
た
の
は
、

今
年
の
６
月
頃
で
す
。以
前
か
ら
、運
動
器

ケ
ア 

し
ま
だ
病
院
は
、〝
ア
ス
リ
ー
ト
が
通

う
整
形
外
科
〞
と
い
う
噂
を
聞
い
て
い
ま

し
た
。で
も
調
べ
て
み
る
と
、必
ず
し
も
ア

ス
リ
ー
ト
だ
け
じ
ゃ
な
い
。理
念
は
、『
そ
の

人
ら
し
い
生
き
方
を
全
う
す
る
こ
と
を
支

援
す
る
』と
あ
っ
た
。コ
レ
っ
てJUM

PS

の

活
動
と
共
鳴
す
る
な
ぁ
、っ
て
嬉
し
く
な
っ

た
ん
で
す
」。

ト
ン
ト
ン
拍
子
に
話
が
進
み
、９
月
に
は
、

「
動
い
て
ナ
ン
ボ
！
チ
ア
体
操
２
０
２
０
」が

完
成
し
た
。

打
ち
合
わ
せ
で
初
め
て
羽
曳
野
を
訪
れ

た
時
の
印
象
も
新
鮮
だ
っ
た
。「
全
然
病
院

ら
し
く
な
い
。病
院
だ
け
ど
、カ
ッ
コ
い
い

ヴ
ィ
ゴ
ラ
ス
が
あ
っ
た
り
、病
院
で
も
老
健

で
も
高
齢
者
の
方
が
イ
キ
イ
キ
と
リ
ハ
ビ

リ
し
て
る
。そ
う
か
、こ
こ
は
、『
元
気
に
な
り

に
来
る
場
所
』な
ん
だ
な
、と
。す
っ
か
り

フ
ァ
ン
に
な
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
」。

現
在
、「
動
い
て
ナ
ン
ボ
！
チ
ア
体
操
２

０
２
０
」は
、ビ
デ
オ
の
制
作
も
進
め
て
い

る
。「
ヴ
ィ
ゴ
ラ
ス
の
ト
レ
ー
ナ
ー
・
小
田
さ

ん
の
筋
骨
隆
々
の
肉
体
と
チ
ア
を
か
け
合

わ
せ
た
ら
、き
っ
と
お
も
し
ろ
い
映
像
に
な

り
ま
す
よ（
笑
）。オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
も
作
り
ま

す
の
で
、そ
こ
に
は
島
田
先
生
が
大
切
に
さ

れ
て
い
る
言
葉
も
た
っ
ぷ
り
盛
り
込
む
予

定
に
し
て
い
ま
す
」。

ヴ
ィ
ゴ
ラ
ス
と
生
み
出
し
た
チ
ア
ダ
ン
ス
で
、

関
西
か
ら
日
本
を
元
気
に
し
た
い
！

Profile●
高校時代までは自称「文系一筋」
だったが、神戸女学院大学に入学
を機に出会ったチアリーディングに
目覚める。大学卒業後、大手衛生
材メーカーに就職。マーケティング
部門に配属され東京勤務となる
も、営業職に就きたく退職して関西
へ。大手情報出版社にてウエディン
グ情報誌、求人情報誌の営業職を
経験。2005年9月、チアリーディン
グを本業にするため、チアリーダー
ズクラブJUMPSを立ち上げて独
立。2013年4月、株式会社JUMPS
設立。現在、大阪と兵庫の5カ所で
チアダンススクールを運営。

「動いてナンボ！チア体操2020」のお披露目の舞台となったのは、「道頓堀復活フェス（9月19日開催）」。当日は、JUMPSのメンバーも駆けつけ、小・中・高校生チー
ムだけでなく、シニアチームも華麗なパフォーマンスを披露

「道頓堀復活フェス」のス
テージ終了後、御堂筋で
娘の優里さん（右／小学
5年）と一緒に、はい、ポー
ズ！JUMPSメンバーの優
里さん、人混みを恥ずかし
がることもなくこのスマイ
ル、さすが！
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豚
肉
の
梅
巻
き

vol.6身
の
三
夕
は

秋
の
空
腹

【
意
味
】「
三
夕
」
と
は
、新
古
今
和
歌
集
に
あ
る
「
秋

の
夕
暮
れ
」
を
詠
ん
だ
三
首
の
和
歌
。
こ
の
３
つ
の

和
歌
は
と
て
も
風
流
だ
け
れ
ど
、
風
流
な
ど
無
縁
の

自
分
は
、
秋
の
夕
暮
れ
を
見
た
と
こ
ろ
で
腹
が
減
っ

た
と
感
じ
る
だ
け
だ
、と
笑
い
飛
ば
し
た
戯
れ
言
葉
。

﹇
今
号
の
記
事
﹈

I n f o rm a t i o n

管理栄養士の
旬のレシピ

【１人分あたりの栄養価】
エネルギー：
たんぱく質：

脂質：

190kcal
15.9g
12.0g

●年4回発行
●発行・編集
［広報戦略室］
〒583-0875
大阪府羽曳野市樫山100-1
☎072-953-1001（代）
●制作協力
株式会社エディウス

はぁとふる
食堂

動
く
。

は
ぁ
と
ふ
る 

た
よ
り

は
ぁ
と
ふ
る
グ
ル
ー
プ
で
は
、毎
月
１
回
、施
設

内
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
ポ
ス
タ
ー「
動
く
。」を
掲
出

し
て
い
ま
す
。私
た
ち
が
日
々
の
医
療
・
介
護
現

場
で
感
じ
て
い
る
こ
と
を
ス
タ
ッ
フ
み
ん
な
で

共
有
し
た
い
、そ
ん
な
想
い
か
ら
始
め
た
活
動

で
す
。ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

扉
を
ひ
ら
く
と
、
ベ
ル
の
音
が
や
さ
し
く
ひ
び
く
。

こ
こ
は
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

ハ
ー
ト
パ
ー
ク
は
び
き
の
。

ひ
だ
ま
り
の
公
園
の
よ
う
に
あ
た
た
か
い
空
間
。

訪
問
の
看
護
師
さ
ん
、
理
学
療
法
士
さ
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運動器ケア しまだ病院
診療管理部 栄養管理課 課長
管理栄養士／公認スポーツ栄養士
角野 章子

疲労回復にかかせないビタミンＢ群を多く含む『豚肉』はス
ポーツ栄養士のオススメの食材です。その『豚肉』でミネラル
･ビタミン･有機酸を含む『梅』を巻き、焼きあげました。
『梅』の有機酸の1つクエン酸は糖の代謝を活発にし、乳酸の
処理を高め、運動後の筋肉疲労を和らげてくれます。今回は
梅と大葉を巻きましたが、豚肉でその時々の旬の野菜を巻い
てホットプレートやBBQ台で焼くとちょっと変わった雰囲気で
食卓が賑やかになります。巻くのを子どもたちと一緒にしても
楽しめます♪秋にはキノコ類、茄子、お芋など、あと竹輪や
チーズを巻いても美味しいです。私は夏にオクラを巻いて美
味しく食べました。お肉と野菜、手軽にバランスよく食べるこ
とができますよ。またお弁当にもオススメです♫

作り方

材料（2人分）

①梅干しの種を除き包丁でたたく
②豚肉はラップの上に並べ、塩･こしょうをふり梅肉をぬって
半分に切った大葉をひく

③端から巻いていく
④巻き終わりを下に油を引いたフライパンでこんがり焼く。
＊ポイント＊
しゃぶしゃぶ用のスライス肉を使用すると火の通りも早く、
調理しやすくなります。

皆さん、料理疲れしていませんか？
思うように外出ができず、家で料理をする機会が
増えているのではないでしょうか。
そんな時のプラス一品、お手軽メニューをご紹介します。

●豚肉しゃぶしゃぶ用･･･150g
●塩・こしょう

●梅干し･･･2 個
●大葉･････4 枚　●油

さ
ん　

せ
き

オンライン健康相談
のご案内

はぁとふるグループ代表 島田永和が
みなさまの“動く” に関するさまざまなお悩みに対して
医学的なアドバイスや 適切な診療科への紹介を行います
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shimada-online@heartful-health.or.jp
運動器ケア しまだ病院  

相談であり診療ではないため、診断や治療を行うものではありません

毎週 水 曜日　10時00分～11時00分
10分　5,000円（予約料 1,000円含む）
最大５分延長可　1,000円追加でお支払いいただきます。
当日キャンセルの場合、キャンセル料として予約料は返金されませんのでご注意ください。

右のQRコードを読み取りお進みください。
予約するにはアカウント登録（無料）が必要になります。

日 時

料 金

予 約

問い合わせ先
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14

私のはぁとふる
Eudynamicsヴィゴラスと共同で、
「動いてナンボ！チア体操2020」を開発
チアダンスグループJUMPS代表取締役 
石原 由美子さん

はぁとふる食堂 
豚肉の梅巻き

はぁとふる たより 動く。
古墳のまちでのエトセトラ 

16

18

18
19

【連載】【特集】
私たちは地域とともに動き続ける。
コロナ時代にためされる「地域力」
－職員の新型コロナ感染を経てー
●検証①＜事実と経緯の整理＞
●検証②＜地域の保健・医療機関との連携＞
　藤井寺保健所／大阪はびきの医療センターとともに
●考察＜地域の感染対策と高齢者の健康管理＞
●院内対策＜はあとふるグループの感染防止・拡大防止対策＞

プロフェッショナルは、終わらない。
ー長年の経験を現場に活かすセカンドステージのカタチー
●2017年「瑞宝単光章」受章　森重 文子
●2020年「瑞宝単光章」受章　吉村 ありさ

2号連続特別企画Vol.２
〈治療（Cure）とケア（Care）をつなぎ、むすぶ〉切れ目のない退院支援体制
「その人らしさ」を支援する「むすぶ」チーム



その人がその人らしく自分の人生を全うすることを
Warm Heart ー心ー　Cool Head ー知識・判断ー　Beautiful Hands ー技術ー　で支援します
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はぁとふる病院

アリオ八尾

介護サービスセンター
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はぁとふるグループ

□運動器ケア しまだ病院
□Eudynamics ヴィゴラス
□介護老人保健施設 悠々亭
　□通所リハビリテーション
□通所介護 悠々亭
□在宅介護支援センター 悠々亭
□介護サービスセンター ゆうゆう亭
□訪問看護ステーション ハートパークはびきの

Tel.072-953-1001／Fax.072-953-1552
Tel.072-953-1007／Fax.072-953-1007
Tel.072-953-1002／Fax.072-953-1911
Tel.072-953-0045／Fax.072-953-1911
Tel.072-979-7807／Fax.072-953-1911
Tel.072-953-1003／Fax.072-953-1332
Tel.072-953-5514／Fax.072-953-1332
Tel.072-953-1004／Fax.072-953-0022

〒583-0875 大阪府羽曳野市樫山100-1

□ヘルパーステーション 悠々亭 Tel.072-953-1062／Fax.072-953-0022
〒583-0883 大阪府羽曳野市向野3-96-7

□八尾はぁとふる病院
　□通所リハビリテーション
　□訪問リハビリテーション

Tel.072-999-0725／Fax.072-923-0180
Tel.072-999-0726／Fax.072-923-0186
Tel.072-999-0725／Fax.072-923-0180

〒581-0818 大阪府八尾市美園町2-18-1

はぁとふるグループ

□通所介護 ゆうゆうハウス
□サービス付高齢者向け住宅 ゆうゆうハウス

Tel.072-931-1616／Fax.072-931-1128
Tel.072-931-1616／Fax.072-931-1128

〒583-0875 大阪府羽曳野市樫山96-10

社会福祉法人はぁとふる

□介護サービスセンター はぁとふる Tel.072-999-8126／Fax.072-999-6118
〒581-0815 大阪府八尾市宮町5-6-22

□通所介護 はぁとふるプラス Tel.072-920-7216／Fax.072-920-7256
〒581-0815 大阪府八尾市宮町6-6-16

医療法人はぁとふる


